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研究成果の概要（和文）：　うつ病モデル動物を対象に頭部鍼通電刺激の効果を行動薬理学的、脳内モノアミン
などを用いて明らかにする。また、健康成人を対象に鍼および灸刺激が睡眠・疲労に与える影響を明らかにする
ことによりうつ病予防プログラムを開発することを目的に基礎的・臨床的に研究を行った。
　その結果、うつ病モデル動物に対する頭部鍼通電刺激(2Hz)は、オープンフィールド試験、強制水泳試験、シ
ュークロース試験では有意に改善した。また、健康成人を対象とした頭部への鍼通電刺激では、REM睡眠出現率
は有意に軽減したが、セルフ灸刺激では変化を認めなかった。

研究成果の概要（英文）：To clarify the effects of head acupuncture stimulation on animal models of 
depression using behavioral pharmacology and monoamines in the brain. We also conducted basic and 
clinical research to develop a depression prevention program by clarifying the effects of 
acupuncture and moxibustion stimulation on sleep and fatigue in healthy adults.
The results showed that acupuncture stimulation of the head (2 Hz) to animal models of depression 
significantly improved the open field test, forced swimming test, and shoe cloth test. In addition, 
acupuncture current stimulation of the head in healthy adults significantly reduced the rate of REM 
sleep occurrence, but self-moxibustion stimulation showed no change.

研究分野：鍼灸学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　うつ病に対しては薬物療法が主であるが、効果は約7～8割であり、副作用を伴いやすい。鍼治療は、薬物療法
と併用することで薬物療法単独よりも効果を認めることが報告されている。また、うつ病発症の前段階である慢
性ストレスが改善できればうつ病の発症は予防できる。
　本研究では、慢性ストレス下での頭部鍼通電刺激がうつ病発症を予防する有効な治療法になることが明らかに
なった。鍼治療は医師または鍼師の資格が必要であるが、灸治療は患者自身が自宅で実施することが可能であ
る。そのためセルフ灸治療を検討したが、健康成人に対するセルフ灸治療では睡眠の質を改善することは難しく
今後の検討課題となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

厚生労働省の患者調査では、うつ病を含む気分障害の総患者数は 1999 年までは 44.1 万人と

ほぼ横ばいであったが、2002 年には 71.1 万人、2008 年には 104.1 万人と著しく増加してい

る。また、2010 年度厚生労働省障害者福祉総合推進事業補助金「精神疾患の社会的コストの推

計」報告書では、うつ病の社会的コストは、3兆 900 億 5,000 万円であり大きな社会問題とな

っている。 

うつ病に対する治療方法は、三環系抗うつ薬(TCA)もしくは選択的セロトニン再取込阻害薬

(SSRI)などの薬物療法のほか、電気けいれん療法や認知行動療法といった非薬物療法が行わ

れ、2012 年にはうつ病学会から「治療ガイドライン」が報告されている。しかし、これらの治

療を受けても効果が得られるのは約 7～8割程度(医学のあゆみ 2006)といわれており、さらに

抗うつ薬では、口渇・嘔吐・排尿困難などの副作用、ECT では記憶障害を伴いやすく安全で有

効な治療方法に関する研究が進められている。 

うつ病に対する治療も重要であるが、慢性ストレスや慢性疲労、睡眠障害に引き続き発症する

うつ病を予防する方が重要なことであり、2015 年厚生労働省は、労働者の慢性ストレスや疲労、

睡眠障害、うつ病を早期に発見して対処することを目的にストレスチェック制度導入している。

うつ病予防には運動療法による効果は散見されるもその予防対策は明確ではない。 

ここに、補完代替医療(Complementary & Alternative Medicine)や統合医療(Integrative 

Medicine)という新たな領域があり、注目されている。我々は、慢性疲労やうつ病に対する鍼治

療(鍼刺激)、灸治療(灸刺激)の効果を臨床的、基礎的に検討しており、労働者の慢性疲労(精神

疲労・精神疲労)が軽減 (山崎 翼、福田文彦 他：日本未病システム学会雑誌．2010) するこ

と、セロトニン神経系が賦活(Yoshimoto K, Fukuda F et al: Tohoku J. Med. 2006)(Fukuda F 

et al: Neurochemical Research 2005)することなどを明らかにしている。また、鍼治療がうつ

病の症状を軽減させることも報告されている(Cochrane Database Syst Rev. 2010)。 

これらのことから、セロトニン神経系を賦活させ慢性ストレスや疲労を軽減させる鍼治療は、

慢性ストレスにより発症するうつ病を予防するという仮設をたてた。また、本結果を基に臨床応

用を検討し、うつ病予防プログラムを開発することを目的とする。 

 

２．研究の目的 

・基礎研究：うつ病モデル動物に対する鍼刺激の効果を行動薬理学的手法、脳内モノアミン定量

などを用いて明らかにする。 

・臨床研究：健康成人を対象に鍼および灸刺激が睡眠・疲労に与える影響を明らかにすることに

よりうつ病予防プログラムを開発する。 

 

３．研究の方法 

3-1．基礎研究 

・実験動物 ：雄性 Sprague-Dawley 系ラット 7週令 

・モデル動物：慢性予測不能軽度ストレス(CUMS)モデルラット 

絶食、絶水、湿った床敷、傾いたケージ、夜間照明、ケージの振動、拘束を毎日

1つ、21 日間行って作成する。 

・鍼刺激  ：刺激部位は百会相当部位、印堂穴相当部位とし、モデル動物作成 3日前より毎

日 1回 20分、14:00-16:00 イソフルラン麻酔下で行う。 

・実験群  ：コントロール群：通常飼育 



モデル群 

モデル＋低頻度鍼通電群(2Hz) 

モデル＋高頻度鍼通電群(100Hz) 

モデル＋手技による鍼刺激群 

・評価方法 ：スクロース試験、強制水泳試験法、オープンフィールドテスト 

脳内モノアミン(5-HT、DA、NA など) 

炎症物質(IL-6、TNF-α、BDNF など) 

海馬神経細胞の組織学的変化 

 

3-2．臨床研究 

3-2-1)頭部鍼通電刺激が睡眠に与える影響 

・対 象 ：20-65 歳の健常成人男女 

・鍼刺激 ：頭部の左頭臨泣、左正営、10Hz・20 分間の鍼通電療法 

・研究群 ：対照群、鍼通電群 

・評価方法：睡眠の質(入眠潜時、浅睡眠出現率、深睡眠出現率、REM 睡眠出現率、覚醒出現率) 

      疲労度(フリッカー値) 

主観的睡眠の質(VAS) 

3-2-2)腹部へのセルフ灸刺激が睡眠に与える影響 

・対 象 ：20-65 歳の健常成人男女 

・灸刺激 ：上腹部の下脘への温筒灸 3壮 

・研究群 ：対照群、セルフ灸刺激群 

・評価方法：睡眠の質(入眠潜時、浅睡眠出現率、深睡眠出現率、REM 睡眠出現率、覚醒出現率) 

      疲労度(フリッカー値) 

主観的睡眠の質(VAS) 

3-2-3)腹部へのセルフ箱灸刺激が睡眠に与える影響 

・対 象 ：健常成人男女 

・灸刺激 ：下腹部の関元へ箱灸 

・ｾﾙﾌｹｱ群 ：あずきのチカラ おなか用（小林製薬株式会社製） 

・研究群 ：対照群、セルフケア群、箱灸群 

・評価方法：睡眠の質(入眠潜時、浅睡眠出現率、深睡眠出現率、REM 睡眠出現率、覚醒出現率) 

      疲労度(フリッカー値) 

主観的睡眠の質(VAS)、主観的疲労(VAS) 

3-2-4)四肢へのセルフ灸刺激が睡眠に与える影響 

・対 象 ：健常成人男女 

・灸刺激 ：頸部の安眠、前腕の内関、下腿足三里への温筒灸 3壮 

・ｾﾙﾌｹｱ群 ：あずきのチカラ おなか用（小林製薬株式会社製） 

・研究群 ：対照群、セルフケア群、箱灸群 

・評価方法：睡眠の質(入眠潜時、浅睡眠出現率、深睡眠出現率、REM 睡眠出現率、覚醒出現率) 

      疲労度(フリッカー値) 

主観的睡眠の質(VAS)、主観的疲労(VAS) 

 

 



４．研究成果 

4-1．コントロール群、モデル群、モデル＋低頻度鍼通電群(2Hz)の比較 

 コントロール群と比較してモデ

ル群では、体重、オープンフィー

ルド、強制水泳で有意な変化を認

めた。モデル群とモデル＋低頻度

鍼通電群(2Hz)の比較では、オープ

ンフィールド、強制水泳でコント

ロール群に戻る傾向、シュークロ

ース試験では有意に増加した。 

 

4-2．モデル＋高頻度鍼通電群(100Hz)、モデル＋手技による鍼刺激群 

 現在、解析中 

 

4-3)頭部鍼通電刺激が睡眠に与える影響 

 頭部への鍼通電刺激では、REM 睡眠出現率、疲労度は鍼通電群が有意に軽減した。 

4-4)腹部へのセルフ灸刺激が睡眠に与える影響 

腹部へのセルフ灸刺激では、有意な変化を認めなった。 

4-5)腹部へのセルフ箱灸刺激が睡眠に与える影響 

腹部へのセルフ箱灸刺激、セルフケア群では、有意な変化を認めなった。 

4-6)四肢へのセルフ灸刺激が睡眠に与える影響 

四肢へのセルフ灸刺激、セルフケア群では、有意な変化を認めなった。 
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